
広島市総合計画（基本構想及び基本計画）
の改定に当たっての基本的事項

議事資料２





１ 総合計画改定の目的

第５次広島市基本計画の計画期間が平成32年度で満了するため、基本構想及び基本計画を改定

し、総合的かつ計画的な行政運営と具体的な施策の展開を図る。

２ 総合計画の構成等

⑴ 総合計画の構成

○ 基本構想

広島市の都市像及びそれを実現するための施策の構想等を定めるもの

○ 基本計画

基本構想を達成するための施策の大綱を総合的かつ体系的に定めるもの

⑵ 総合計画の対象地域

原則として現市域とするが、広域的又は一体的に検討する必要がある事項については、

広域的な都市圏とする。

３ 目標年度 基本計画の目標年度は、平成42年度(2030年度)とする。



４ 総合計画改定の背景

⑴ 広島市の都市像等

○ 都市像：国際平和文化都市（昭和45年(1970年)から現在）

○ 目指してきた都市の姿

・ 平和を願い、平和都市の建設を進めてきた先人の努力を受け継ぎ、核兵器廃絶と世界

恒久平和の実現に向け、世界を牽引する都市

・ 中四国地方の中枢都市として、多くの都市機能が集積する活力あふれる都市

・ これからも住み続けたい、国内外の人々が訪れてみたい、訪れた人々が住んでみたく

なる都市

⑵ これまでの取組とその成果

○ 現行の総合計画は、平成21年(2009年)10月に議会の議決を経て策定

○ 平成23年(2011年)からは、現行の総合計画に掲げた施策を、「活力とにぎわい」、

「ワーク・ライフ・バランス」、「平和への思いの共有」の三つの分野に分類して、

世界に誇れる「まち」の実現を目指した市政を推進



○ これまでの主な取組

・ 活力とにぎわい（１）

都市機能の充実強化の面では、広島駅周辺地区や広島高速道路の整備が進んだほか、新白島駅

の開業など、市民の目に見える形でまちづくりを推進。

（平成21年4月オープン）

平成29年5月一部利用開始
平成29年10月全面利用開始



・ 活力とにぎわい（２）

ごみや落書きのない、緑や花いっぱいの美しいまちを、手軽で環境にもやさしい自転車で

巡ってもらうことをコンセプトにした「ごみ・花・自転車」のまちづくりを推進。

地域特性を活かした花を飾る活動の促進

ボランティア花壇の土づくり・施肥に関する講習

個人宅における緑化の取組（コンテスト応募写真）

花づくり講習会・意見交換会

花をモチーフにしたパネル設置

さえきフラワー・プロジェクト「花の塔」芝桜の苗の植え付け

講習会での実技 苗の植替えの様子



・ 活力とにぎわい（３）

入込観光客が、平成23年の1,067万人から平成28年には1,261万人となり、6年連続して過去最高

を更新。外国人観光客についても、平成23年の27万人から平成28年には117万人となり、5年連続

して過去最高を更新。
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・ ワーク・ライフ・バランス（１）

雇用の面では、大学生を対象にした「有給長期インターンシップ」事業や、高齢者の起業を

支える「協同労働」モデル事業など、人口減少、少子高齢化の中にあって、貴重な労働力の確保

につながる取組を推進。また、厚生労働大臣と締結した雇用対策協定に基づき、各区へ就労支援

窓口を設置し、生活困窮者の就労支援による早期自立を目指す体制を整備。



・ ワーク・ライフ・バランス（２）

安心して子どもを産み育てることができる環境づくりを進めるため、こども医療費補助制度の

拡充などを推進。特に、保育園については、平成23年の169園（定員22,234人）が80園（定員

5,256人）増え、現在、249園（定員27,490人）と、待機児童ゼロの実現に向けた環境整備が進展。

保育園施設数・定員数の推移
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・ ワーク・ライフ・バランス（３）

地域コミュニティの再生に向け、住宅団地の活性化に向けた施策や「地域包括ケア」の構築に

向けた取組など、住民同士が支え合いながら、地域の課題解決に取り組む仕組みづくりを進める

とともに、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる社会の形成に向け、地域包括ケア推進セン

ターの各区設置、地域介護予防拠点の整備や「高齢者いきいき活動ポイント事業」を始めとした

介護予防、健康増進に資する取組などを推進。

●“まるごと元気”地域コミュニティ
活性化補助

●空き家を活用した地域住民の交流拠点づくり

子世帯

親世帯

住替え

同居 又は 近居

引越し費用
などを助成

リフォーム

住替えリフォーム費用
・家賃を補助

空き家

リフォーム

各種取組の

費用を補助

●三世代同居・近居支援事業●住宅団地の空き家への
住替え促進モデル事業

●子どもたちの思い出づくりの取組

住宅団地活性化に資する主な先導施策

住宅団地の活性化に向けた施策



・ ワーク・ライフ・バランス（４）

⑵ 健康診査、がん検診の受診

⑶ 健康づくり、介護予防に取り組む活動
例 ふれあい・いきいきサロンや

ゲートボール活動、グループ

によるラジオ体操の集い

高齢者（７０歳以上対象＊１）による地域のボランティア活動や介護予防・健康増進に資する活動への参加を効果

的に促進するため、ポイントの獲得数に応じて奨励金を支給する事業。＊1 障害者公共交通機関利用助成制度の利用者は除く

１年間を通じた獲得ポイントを100円／１ポイントに換算し、対象者に奨励金を支給（上限は100ポイント＊２）。
＊2 高齢者公共交通機関利用助成制度の利用者の上限は70ポイント

事業対象者数181,105人（平成29年9月1日現在）

活動団体登録件数10,336団体（地域団体等9,630団体、医療機関706機関）（平成29年11月30日現在）

※ 活動に参加した高齢者へのポイントの付与は、活動団体となる地域団体等を通じて行われるため、地域団体
の活動の活性化につながり、ひいては、地域コミュニティの再生にも寄与することが期待される取組である。

【対象となる活動等】

⑴ 地域の支え手となる活動

例 介護施設での介護支援ボランティア
児童の登下校の見守り

高齢者いきいき活動ポイント事業

4ポイント

2ポイント

2ポイント

1ポイント



・ 平和への思いの共有（１）

平和首長会議の加盟都市が平成23年の4,680都市から現在は7,542都市へと拡大。

平成28年の「Ｇ７広島外相会合」、平成29年の「核軍縮の実質的な進展のための賢人会議

（第1回会合）」、「第27回国連軍縮会議」などの国際会議の広島開催が実現。

平成28年5月には、現職のアメリカ合衆国大統領として初めてオバマ大統領（当時）の広島

訪問、平成29年11月には、フランシスコ・ローマ法王との一般謁見、平成29年12月には、ノー

ベル平和賞受賞への出席が実現。

【平成30年2月1日現在】日本国内の加盟都市数 1,７１７市
※日本国内の全市区町村（１，７４１都市）の９８．６％が加盟

• 宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、

静岡県、愛知県、 三重県、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、島根県、 岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、

福岡県、佐賀県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県の １府３８県が１００％加盟

日本国内の
加盟率１００％
を目指す
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・ 平和への思いの共有（２）

被爆体験伝承者の養成、被爆建物や被爆樹木の保存・整備等の取組を推進。



○ これまでの取組に対する市民の意識

出典：平成18年度及び平成29年度市民まちづくりアンケート調査結果より本市作成

問）市政について以前と比べて良くなっていると思うものに○を付けてください。
[複数回答可]（前回との比較で、伸びの高いもの上位７項目）
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○ これまでの取組の概括

現行の総合計画に掲げた施策を、「活力とにぎわい」、「ワーク・ライフ・

バランス」、「平和への思いの共有」の三つの分野に分類して、世界に誇れる

「まち」の実現を目指した市政を推進してきた。

その結果、各施策の展開により、「活力とにぎわい」、「ワーク・ライフ・

バランス」、「平和への思いの共有」の各分野において、一定の成果を挙げて

いる。



⑶ 時代潮流により現行計画期間中に生じている課題

○ 急速な高齢化の進展による超高齢社会の到来
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○ 急速な高齢化の進展による超高齢社会の到来
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○ 平均寿命の伸長
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○ 社会保障に係る負担の増加
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○ 少子化の進展による人口減少社会の到来
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○ 広島市と東京圏の人口移動状況

出典：住民基本台帳人口移動報告（総務省、2016年）より本市作成
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○ 町内会・自治会加入率の低下
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現在、本市では、こうした時代潮流による課題に対応し、持続可能なまちづくりを

進めるため、次の２点を打ち出している。また、その土台となる都市機能の充実強化を

図っている。

○ 圏域経済の活性化と圏域内人口200万人超を目指す「200万人広島都市圏構想」の

実現に向けたまちづくり

○ 「自助」、「共助」、「公助」の適切な組合せを念頭に置いた市民主体のまちづくり

新しい総合計画には、これらの取組と整合を図りつつ、本市の地域特性や歴史、文化

などを踏まえ、これまで以上に市民生活・市民福祉の向上に資する実効性の高い施策を

盛り込む必要がある。その際、従来の全国一律の施策展開ではなく、本市にとって真に

必要となる施策を主体的に企画立案し、必要に応じて国・県の施策を選択・活用すると

いう視点が重要である。



２００万人広島都市圏構想
広島広域都市圏の人口

2015年：約２３２万人
（国勢調査確定値)

2040年：１９６万人
（国の推計)

「連携中枢都市圏」制度を

活用した施策展開により

圏域人口２００万人超

の維持を目指す

府中町

海田町

坂町
熊野町

呉市

東広島市

竹原市

三原市

岩国市

柳井市

平生町

上関町

周防大島町

大崎上島町

世羅町

60km

和木町

広島港

岩国港
江田島市

大竹市

尾道糸崎港

凡 例

市役所・町役場
高速道路
国道
主要県道
新幹線
ＪＲ
空港
国際拠点港湾
重要港湾
航路

廿日市市

広島市

広島空港

岩国錦帯橋空港

田布施町

北広島町

安芸高田市

安芸太田町

半径６０㎞半径６０㎞

⑷ 時代潮流等を踏まえた基本的対応

行政区域を越えて経済面や生活面で深く結び付いている近隣市町が“都市連盟”とも言うべき

強固な信頼関係を構築し、広島広域都市圏の経済の活性化と圏域内人口200万人超の維持を目指す



成熟社会の到来 … 限られた地域資源を活用した持続可能な圏域社会の構築がカギ

インフラを活用した「循環」を基調に、「ローカル経済圏」を構築

“大動脈”とも言えるインフラ 適度な産業分布

広島広域都市圏

公共交通網により、高次都市機能や

地域資源、地域産業を結び付ける

近隣市町が持つ特色ある地域資源

圏域全体の経済の活性化

２００万人広島都市圏構想



「自助」「共助」「公助」の適切な組み合わせを念頭に置いた市民主体のまちづくり

☞「公助」の充実・強化に必要な
財源は、世代等を超え、社会全
体で広く薄く負担。

☞その際、公平感に留意し、負担
能力に応じた最低限の負担を求
める。

☞多様な担い手による支え合い。
特に子供・子育てについては、ライ
フステージ・置かれた状況ごとの
ニーズに柔軟かつ切れ目なく対応。

☞高齢者の社会参加等、多様な担い手
の確保及びサービスの提供を担う人
材の安定的な確保

基本認識

「子供・子育て支援、高齢者福祉の充実」と「持続可能性の向上」を達成

家庭内の支え（「自助」）に加え、「共助」「公
助」を強化、将来を担う子供の育ちを広島市
全体で支える。

童（子育て・教育）
従来の「公助」はもとより、「自助」「共助」を
厚くして、可能な限り住み慣れたすまい・地域
で生活できる環境づくりを進める。

翁・媼（高齢者福祉）

②支え合い ③世代等を超えた分かち合い

☞地域住民の参加の下、地域の実
情に応じた「自助」「共助」
「公助」の適切な組み合わせを
マネジメント、地域ごとに包括
的な支援体制を確立

①エリアマネジメント

重要となる視点

「自助」「共助」「公助」の適切な組み合わせ



今後、進展が見込まれる主な大規模プロジェクト等

○ 西広島駅周辺地区交通結節点整備に向けた取組

○ 広島駅南口広場の再整備

○ 旧広島市民球場跡地の活用

○ サッカースタジアム建設に向けた取組

○ 安佐市民病院の建替え及び跡地活用に向けた取組

○ 広島市中央市場の再整備

○ アストラムラインの延伸

○ 広島市東部地区連続立体交差事業

○ 一般国道２号西広島バイパス都心部延伸事業

○ 紙屋町・八丁堀地区の活性化に向けた取組 など



紙屋町・八丁堀地区の活性化に向けた取組

広島駅周辺地区の整備が進んでいることから、今後は「楕円形の

都心」の西の核である紙屋町・八丁堀地区の活性化を推進

・ 官民が力を合わせて取り組むための体制づくり

・ 都市再生緊急整備地域制度（土地利用制限の規制緩和や
金融支援等）の活用による建築物の建替え等の促進 など

広島駅周辺地区紙屋町・八丁堀地区



⑸ 今後の取組に関する市民の意識

出典：平成29年度市民まちづくりアンケート調査結果より作成

問）市政について今後もっと力を入れて欲しいと思うものに○を付けてください。

[複数回答可]（上位10項目）

41.7 

40.7 

47.1 

46.5 

45.4 

43.4 

41.0 

38.8 

37.0 

36.6 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

道路整備

公共交通の充実・強化

高齢者福祉

保健・医療の充実

防犯対策

交通安全対策

防災・減災対策

自然環境の保全や公園整備

児童福祉

地球温暖化

（％）

（Ｎ＝3,685）

活力とにぎわい

ワーク・ライフ・バランス



40.3 

35.4 

55.4 

42.1 

40.5 

39.6 

37.1 

36.8 

36.1 

34.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

道路整備

公共交通の充実・強化

高齢者福祉

保健・医療の充実

防犯対策

交通安全対策

防災・減災対策

地球温暖化対策

低所得者福祉

自然環境の保全や公園整備

⑸ 今後の取組に関する市民の意識（世代間比較）

出典：平成29年度市民まちづくりアンケート調査結果より作成

問）市政について今後もっと力を入れて欲しいと思うものに○を付けてください。

[複数回答可]（上位10項目）

42.5 

41.1 

52.6 

51.1 

48.3 

46.7 

45.0 

43.4 

41.9 

35.8 

0.0 20.0 40.0 60.0

公共交通の充実・強化

道路整備

児童福祉

保健・医療の充実

学校教育の充実

防犯対策

交通安全対策

自然環境の保全や公園整備

防災・減災対策

ごみ処理やリサイクルの推進

（％） （％）

活力とにぎわい

ワーク・ライフ・バランス

【子育て世代※】 【高齢者】

※ 子育て世代は25～44歳の回答者

（Ｎ＝973） （Ｎ＝1,338）



⑴ 目指すべき都市の姿

○ 先人から受け継いできた都市像である「国際平和文化都市」の具現化

⇒ 市民はもとより周辺の市町に住む人も、豊かな暮らしが享受できるよう、平和の尊さを体現し、文化

が息づき豊かな人間性を育む、都市機能や都市基盤を備えた国際的に開かれた活力ある都市を目指す。

⑵ 直面している課題

○ 少子化・高齢化、人口減少

○ 地域コミュニティの活力低下、希薄化

○ 個人の価値観・ライフスタイルの多様化、人生100年時代を見据えたライフステージの変化

○ 未来を担う子どもの育成、教育

○ 自然災害や地球温暖化、国際情勢の混迷など、人類の存続基盤に影響を及ぼす課題

⑶ 課題に対する対応策を検討する上で念頭に置くべきポイント

○ 「200万人広島都市圏構想」の実現、深化

⇒ デルタ市街地やその周辺部、中山間地域・島しょ部など地域特性や広域都市圏を踏まえた対応

○ 「持続可能性の追求」と「「自助」、「共助」、「公助」の適切な組合せ」

⇒ 「翁・媼」、「童」を支え合い、分かち合う社会の形成を目指した対応

５ 新しい総合計画の策定に当たっての論点整理


